
 

 

平成 21 年 11 月 27 日 

報道機関各位 緊急記者会見緊急記者会見緊急記者会見緊急記者会見のお知らせのお知らせのお知らせのお知らせ      建設トップランナーフォーラム 

 

            農林業に参入した地方建設業の実情と農林業に参入した地方建設業の実情と農林業に参入した地方建設業の実情と農林業に参入した地方建設業の実情と            

緊急雇用対策「平成検地」の提案緊急雇用対策「平成検地」の提案緊急雇用対策「平成検地」の提案緊急雇用対策「平成検地」の提案    

 

公共事業が削減される中、農業や林業など経営の複業化に取り組んでいる地域建設

業のトップランナーが厳しい地方の現状を伝えます。また、フォーラムから緊急雇

用対策として「平成検地」を提案します。どうぞご出席下さい。 

 ○日時 ： 平成 21 年 12 月 1 日（火）10：30～11：30 

 ○場所： 霞ヶ関ビル３５階  東海大学校友会館 三保の間 

    ○発表： 舟山組（北海道北見市）舟山秀太郎社長（有機ハーブ栽培・加工）  

        飯古建設（島根県隠岐郡海士町）田仲寿夫社長（島おこし、隠岐牛）  

        馬瀬建設（岐阜県下呂市）森本繁司社長（林建共働による森林整備） 

        愛亀（愛媛県松山市）西山周社長（循環型精密農業あぐり、稲作等） 

        慶應大学教授 米田雅子（建設トップランナーフォーラム顧問、 

                        建設トップランナー倶楽部代表） 

  

【建設トップランナーフォーラムとは】 

平成１８年、夢と希望をもって新事業や地域おこしに挑戦する建設経営者を応援

する民間のボランティア組織として発足し、これまで地域建設業の複業化活動を支

援してきました。過去４度の全国大会や地方ワークショップ、分科会などを通して、

自助努力を惜しまぬ建設経営者の多様なつながりを構築する場を提供してきました。 

フォーラムを代表して４人の経営者が自社の取組みと現状についてお話します。 

 

平成検地のポイント 

■国家事業として地籍調査、境界確認を加速し、国土デジタル情報基盤を整備 

■国土の状況（崖崩れで危険な箇所など）の実態調査 

■公共事業の削減は、各地の建設業と地域雇用に深刻な影響、緊急雇用対策が急務 

    

〔お問い合せ先〕http://www.kentop.org/  

  建設トップランナーフォーラム事務局     泉 清之、大里茂登子 

  東京都文京区本郷 6-24-14 宗文館ビル３F 建築技術支援協会内 

  Tel03-5689-2911 Fax03-5689-2912 E-mail：info@kentop.org 


